
  

 

 

 

   
党候補者氏名 年齢等 生  活  相  談  地  域 

こうの 敬二 
市議８期  

64 歳 

北野上、中野上、南野上、東畑、別所、汲沢、阪井、 

九品寺、重根（下村を除く） 

岡 よしあき 
市議 4 期  

58 歳 

大野中、鳥居、藤白、幡川、名高、冷水、井田、日方（新浜、 

今市、井松原、里ノ丁、南ノ町）、重根（下村） 

上田 ひろし 
市議 3 期 

6６歳 

岡田、多田、且来、小野田、北赤坂台、南赤坂公園台、 
黒江、日方（池崎通り・新浜・今市・井松原・里ノ丁・南ノ丁を 
除く）、馬場町、山崎町 

はしづめ美恵子 
市議 1 期 

56 歳 

下津町全域、船尾、 

日方（池崎通り）  

 ＊お問い合わせ等は 

電話 ４８２－０１２７へ 

 

 

2014年２月２３日 第１１９号 

――奥村のり子生活相談所―― 
〒640-8212 和歌山市杉ノ馬場 1-11 

＆ＦＡＸ 073－４２７－７１２１ 

E メール  w-jcpken@naxnet.or.jp 

リ
レ
ー
ト
ー
ク 

R
e
la

y
 ta

lk
 

リレートーク Relay talk リレートーク 
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の
り
子
の
週
間
日
誌
（
主
な
も
の
） 

２
月
２
１
日 

市
駅
前
定
例
宣
伝
、
本
会
議
、
常
任
委
員
会 

 
 

２
２
日 

河
西
後
援
会
宣
伝
行
動
、
演
劇
鑑
賞
会 

 
 

２
３
日 

党
内
会
議 

 
 

２
４
日 

議
会
休
会
、「
２
０
３
０
わ
か
や
ま
構
想
」 

 
 
 
 
 
 

報
告
会
、 

 
 

２
５
日 

議
会
休
会 

 
 

２
６
日 

社
保
協
・
新
年
度
予
算
学
習
会 

 
 

２
７
日 

議
会
休
会
、
無
料
生
活
相
談
日 

安
倍
自
公
政
権
は
４
月
以
降
消
費
税
を

５
％
か
ら
３
％
の
引
き
上
げ
を
決
定
し
た
。

そ
こ
で
「
増
税
反
対
の
歴
史
」の
一
端
で
す
。 

か
つ
て
明
治
政
府
は
従
来
の
現
物
納
税

（
米
が
中
心
）
で
は
税
収
が
天
候
に
左
右
さ

れ
不
安
定
な
た
め
１
８
７
３
年
「地
租
改
正
」

を
強
行
し
ま
し
た
。
物
納
税
を
改
め
貨
幣

納
税
制
度
と
し
た
。
民
有
地
に
「
地
券
」
を

交
付
し
、
地
価
を
基
準
と
し
て
地
価
の
３
％

と
し
て
徴
収
を
す
る
こ
と
と
定
め
た
。 

 

こ
の
新
税
制
度
に
対
し
て
、
全
国
で
当
時

の
自
由
民
権
運
動
と
あ
い
ま
っ
て
和
歌
山
県

内
で
は
、
明
治
１
０
年
７
月
、
粉
河
（
現
紀
の

川
市
）で
端
を
発
し
た
「地
租
改
正
」反
対
運

動
は
全
県
内
に
広
が
っ
た
。
粉
河
寺
の
境
内

に
「
猛
山
学
校
」
を
開
設
し
た
児
玉
某
氏
を

中
心
と
す
る
学
校
は
「
実
学
社
」
に
受
け
継

が
れ
、
児
玉
ら
は
県
に
対
し
て
地
価
の
３
％

（
３
歩
）
税
率
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
「
建
白

書
」
を
権
令
（
知
事
）
に
提
出
す
る
に
及
び
、

権
令
に
従
わ
な
い
戸
長
（
村
長
）
ら
５
名
を

拘
留
し
た
こ
と 

に
村
人
ら
は
怒 

り
、
そ
の
帰
村 

（釈
放
）を
求
め 

粉
河
寺
観
音
堂 

に
集
結
し
、
他 

村
の
村
人
ら
と 

と
も
に
和
歌
山
市
に
集
結
し
ょ
う
と
し
た
。 

和
歌
山
市
内
で
も
「
春
陽
社
」
が
結
成
さ
れ
、
児

玉
某
氏
ら
と
と
も
に
「税
率
・３
％
、
引
き
下
げ
」を

要
求
す
る
行
動
を
起
こ
し
た
。 

 

権
令
は
軍
隊
の
動
員
を
要
請
し
鎮
圧
を
は
か
り
、

戸
長
を
含
め
６
８
８
人
が
有
罪
と
さ
れ
た
歴
史
が

あ
る
。
「地
租
改
正
」は
１
８
７
３
年
で
あ
り
村
民
ら

は
「
い
や
～
な
３
歩
」
と
揶
揄
（
や
ゆ
）
し
、
む
し
ろ

旗
と
と
も
に
、
反
対
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
っ

た
。 

 

後
に
貨
幣
納
税
率
は
２
・
５
％
へ
引
き
下
げ
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
税
金
を
納
め
ら
れ
な
い
農
家

は
地
券
を
売
り
「不
在
地
主
」の
要
因
と
な
っ
た
。
こ

う
し
た
全
国
の
農
民
、
村
人
の
反
対
運
動
は
大
き

な
犠
牲
を
伴
っ
た
が
実
を
結
ん
だ
歴
史
が
あ
る
。 

 

安
倍
・
自
公
政
府
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
で
、

消
費
税
は
５
．
４
兆
円
の
国
民
負
担
増
。
法
人
税
の

引
き
下
げ
で
大
企
業
に
は
６
兆
円
も
の
減
税
。
消

費
税
率
の
負
担
は
全
て
法
人
税
減
税
に
吸
収
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
歴
史
に
学
び
、
消
費
税
引
き
上
げ

反
対
の
声
を
さ
ら
に
強
め
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
写
真
は
明
治
１
７
年
、
県
が
発
行
し

た
「地
券
」。
渡
辺
所
有
） 

  

  

 4月20日告示、２７日投票で海南市議選です。定数

２２で少数激戦の模様。共産党は 4人の現職の再選を

めざします。抜群の相談件数や実績を誇るこの 4 人

へ、海南市のお知り合いに「折り入ってのお願い」とし

て、ご支持を呼びかけて頂きますようお願いします。 
 

 奥村のり子さんに期待するざっくばらんな叱咤激励の声

をお寄せ下さい。１５０字以内で上記のファクスまたはメール

へご住所・お名前・電話番号と、紙面掲載の際ペンネーム希

望の場合はその旨ご記入ください。（編集室） 
 

 
 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（環
太
平
洋
連
携
協
定
）交
渉
問
題
は
大
詰
め
を
迎
え
た

中
で
、
こ
れ
ま
で
安
倍
首
相
が
「
守
る
べ
き
も
の
は
守
る
」と
公
約
し

て
い
た
米
や
牛
肉
、
豚
肉
な
ど
重
要
５
項
目
（
５
８
６
品
目
）
に
つ
い

て
も
、
１
８
日
、
甘
利
明
Ｔ
Ｐ
Ｐ
担
当
相
は
１
５
日
の
日
米
協
議
に
関

し
て
、
「５
項
目
品
目
が
一
つ
残
ら
ず
微
動
だ
に
し
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
交
渉
に
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
米
国
が
主
張
す
る
農
産
物
の
全

品
目
の
関
税
撤
廃
の
求
め
に
応
じ
て
譲
歩
す
る
意
向
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
予
想
さ
れ
た
こ
と
と
は
い
え
、
こ
の
姿
勢
は
公
約
投
げ

捨
て
、
国
民
へ
の
裏
切
り
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。 

 

先
月
の
仁
坂
県
知
事
と
の
意
見
交
換
で
、
党
県
議
団
は
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
の
経
過
、
内
容
を
踏
ま
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
た
だ
ち
に
撤
退

す
る
よ
う
国
に
求
め
ら
れ
た
い
」と
要
求
し
ま
し
た
。 

 

知
事
は
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
う
ま
く
や
れ
ば
儲
か
る
県
ナ
ン
バ
ー
１
は
和

歌
山
。
米
や
穀
物
は
保
護
さ
れ
て
い
る
が
、
果
物
や
野
菜
へ
の
保
護

は
大
変
低
く
、
変
動
為
替
で
ふ
っ
と
ぶ
ほ
ど
低
い
。
和
歌
山
は
よ
い

作
物
を
作
っ
て
い
る
の
で
う
ま
く
や
っ
て
く
れ
れ
ば
よ
い
。
打
撃
を
受

け
る
所
は
し
か
る
べ
き
対
策
を
国
が
出
す
べ
き
」
と
い
う
認
識
で
し

た
。
国
に
意
見
す
る
こ
と
も
な
く
「
和
歌
山
は
儲
か
る
県
」
な
ど
と

の
ん
び
り
ム
ー
ド
の
構
え
で
す
。
公
約
違
反
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
た

だ
ち
に
撤
退
す
べ
き
時
で
す
。
（の
り
子
） 

 

 

１
９
日
、
２
月
定
例
議
会
が
開

会
、
新
年
度
予
算
を
決
め
る
大
事

な
議
会
で
す
。
が
ん
ば
り
ま
す
。 

写

真

は
開

会

前

４
人

揃
っ
た
党
県

議
団
で
す
。 

 


